
†　労災補償の立てかえの

事業
;-)脚災害にともなう相談'よ年ごとに即hrIしてきてい

る　このことは､ここのJj勧告の就ソ砂L.の8割までが､

労酌災害が多く､災害率の高い港湾荷役業や建設業業で

あることを争えれば､十分にうなづけられる　いわばこ

の地区の労脚青は粧こ岬如二あう､高率の危政にさらさ

れており､いったん事故にあえば.収入は途絶え､その

日要しの生活はすぐにゆきづまり､ドヤからも追い出さ

れ, 73.ろところもなくなる

そのため､彼らの訴えの多生よ､休業中C)_'LI郁臣二塁

連したものである

ノJ榊,I.iLf法の災害]'一補償の糧神から孝え摘ま､ iul無に雇

用主が貢圧をもって休業裾質をしてゆかねばならないの

だが,ノ｣災槻炎に入っで一ろからということでその点種

をのかれようとする　業者か｣｡任を持っように､極力な

っ上くさせるペく､築きとやりあうわけ,だが､補償の立

替三になじてくれろ雇主はまたまた教少い　ことに､幾

接辞もの下請の業者のもとで脇かされていることの多い

建動翼日系で赦､その困麟rl_かきつめて高-

さらに.副題なのは､日癒ノib'r:V旨であるということで

休業補償費が一般よりも低くおさえられていろことであ

る　1,200lTlの単価で撮Jfして-いても､その休業漸蹄蛍

は500i`]ばかりにしかならない)紅白150日ものドヤ賃を

払わぬばならない彼らにとっては､生活の明りさけしか

なく､いわんや世帯持ちともな掴まどうしようもない観

てある_　雇主が.休業補質の立替えをするから毎日とり

に来るように.と言われてもそのとりにゆく交通費が大

きな問題となってくる_

この様な状況のもとで､セ/クーが業者にかわって､

労鋤旨に立替えしてき/t休業綱Ll費の額は､ 40年度は

150姓余､ 130万問二もなる　1ケースあたりの額(iOT

iii近くになり､平均2週間の休業を余巌なくされてい

る　1年間む亘じて､労災事故の最も多い月は､ 7月,

8月の夏場であり､秋と共に少〈なって､ 1月に窪し　く

ぷんふえている

この地域のJL働富枝､昨年'.+地で･,這った大きな労働災

畳同友､すなわち､ ijl野転jlJEtl預のL S T台､名目-1

のタ/九一船事故などて､そこの組長や下着工とil膜た

憩いJJ的条件で､ /LiI3品二さらされながら倣,千,るとし

えよう

身Jtが介らぬまま死んで行った),'LIr手ij故も何ケース7,-

あった

lH　求職登録5,823名

士/クーのi:i糾え, ),川鋸l騒所とちがって+(,.1,i(l'97よも

のでない｡その目的とするところは､ (1)就ノjの適正をは

かも質料を得ろこと､ 【21ノ白',5首に不慮の事故が発生し/I

場合､その姓名､本籍､現住所､連絡先(家族または知人

)を明かにしておく必要があるここ､ (3)日雇労働者失笑

椋収や同燵康保険の適用細部こ必要なこと､性)センター

の室藻サービスその他厚生施蚕を利用する手段とするこ

となどである｡結果的には､登録手帳を持参することに

よって就労先の信用を裾たり､賃金不払などのいざこざ

の尉こ､これを提示することで､好転させるなどの効果

もあげていろ｡

昭和38年6月から開始し､ iii1年度は約2千名､ 39年度

はこれを合せて3,809名であったが､ 40年12月末の総計

でま5,823名にのはッた｡ただ､引帥こ残念なことは､

このうち幾名がこの地域から.居なくなり､何名が現注

ここで働いているか,センター現在の業筋機酷ではこの

訓か:が殆んと不可能であり､判明し得ないことである｡

流動のはけしいクルーフだから､大きな移動があるのは

わかっていが.その実体はつかむことが出来ない_

この遊金苅こ現れた特徴をひろって見ると.まず､年輪

e)若い層が多いことである,_ Ii需己5丁8百余名車､ 30才台

の2,351名を壌南に､次は20才台の2.144名､ 40才台824

I m曽

名､ 50才台280名. 10ノ十台92名. 60本台iO名. 70石'i二

名､年齢不明.その他91名とTj:つてlLノる　ナノまわう.-!∴

働き落.りの20フ仁　30力､ 40才台が､ 5,319名(91%)と

止劇的であること､おそらくこの柾の他の紹介機関<,i

見られない孔徴的な現象であろうi　こうした苦壮年層の

強大な,J3働力が求人側の大きな魅力であり､それたrf

に､この若い豊富な･Jj働源を社会的に-iJ-タ紺こ用立てると

同席にその労働音自らも､生活を安′きさせることが必要

なわけである｡他面､労働力捉供のH由iri場でま､老齢

の労働力はかえりあられないというさびしさを小しでい

ることにもなる_

山身地を府県別に見ると､さすがに大阪の809名を'r

頭に, tI.lJi挫80名､鹿児島302名､愛嬢243名､広島218

名,熊本210名､以下百名台で恵出､岡山､色的等とつ

すき､西日本山身が80%以上である,_　ただ東京の221名

は出身地と云うより､前住地という薬味の記載が多いよ

うであり.このことはまた､東京,大阪を交流､移動し

ていろ労働者が可なりいることも証していると見られ

る　東日本で東京を除き多いのぼ北海道101名､笛il両

名､福井59名､石川54名,宮城41名等､参吟までこ沖細

24名､朝鮮21名､めずらしいのは台湾､フノリピン､南

洋テニヤシの各1名(いずれも日本人) ､記般もれや不

明等が214名となっている｡

Ⅶ　年末友の会-88万円を

貯金
日雇労働者の越年対策と貯金奨励の主旨ではじめられ

たのか｢年末友の会｣であって､これは1ケ月間毎日一

定額をあすけ､これにセンターが1割の奨励金を付けろ

積立金制度である0

40年度殻1口200円で(表でもわかるように､ l口の

金額は年をおうて高くなっていろ) ､ 11月26日から貯金

を開始した｡申込み279名のうち､実際に参加したもの

165名､中途解約者51名､申込んだだけで1回も入金

しなかったものその他63名となっている,貯金総額は

886,600円と′会って､逐年多額となっているが､参加人

員は前年度より少く､金額も目立って多くはならない､

これは木板的な｢愛瞑銀行｣が近くにあり､可なり利用

されていることに影響されるものと見ろ｡

これの払い出しは12月29日に行い､元金に1割の割郎

金をつけ､別に大丸大阪店寄贈の中古オーバーや､他か

ら寄贈の剖デん､タオル等をおくった, (詳細は別表の

通り) ｡毎日200円ずっ､ 30日で6,000円､これに600円

の割機会と言r6,600円をうけとり､ ｢これで安心して年

が越せる､去年のようなみじめな正月はかなわん｣と､

悪政無量なおももらのある労務者の顔が印象的であっ

た｡
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届け出を受けた飯場の数
西成地域から飯場に就労する労働者もいるので､セン

ターはこれを調布するため､飯場の求人台帳をつくって

いるが,岬和40年4月から7月までに記載されたものは

88砕(ヶ所)あった,そのうち大阪埴内が71 (80 6%)､

同ih-外が17 (19 4%)で､大阪市内の区別で多い順にな

らべると,海区2g､西淀川16､東淀川8､此化5､砧‡

4　､大阪I的トでは岸和田4､高槻､取合2､ほかは

1 I'I･ずつとなっていろ,以上は勿論センターに届けた分

だけであるから､この薮は実際の極少バーセ/トにあた

(23)

ろものと細)糾される,

飯場から行く労働者の峨耐ま､土工､地下･水道工

事､建築艶垣から道路舗装,高相草創殊､パイプ加工､ブ

ロック､とし下､工員や木工の手元､清掃､連銀､スクラ

ップ等およそ32和類におよび､余暇中､土工と粗方が35

%､建築雑綴18%､工員手元8%と多数を占めている｡

賃金は工貝三匝元･会社雑役900-1-000円､建築･土工

1,000-I,300it上珊九･道路工事1.300-1,400円､トビ

･大工,地TFケーブル工頂1,400一十900日となってい

ら,飯代は1日3001〝)が41%. 280｢1-33%, 270111- 6

諺, 250円-ユ7%､ ｢無し｣-7%という実状であそ主



Ⅶ　常用促進-36件

日雇労働の不安定きわまりない生紳ま､これを糾目送

脚とさせることによっT.正柚こなるのたが･この連載

の労拗音には､これ掴印こむずかしい_　日雇綱綱にな

ることで.日給が月給となり､第1月の生活のつなぎ資

金に困ること.一定の住居に住みかえたり(藻やアバ~

ト) ､多少の身なりをととのえろにしても､まとまった

資金を必要とすることなどいろいろな困姥があるo

これを打開する方策として試みているのが｢瀞R化仕

度貸付金資与｣と｢樟用化援助支給｣であり､ 40年度で

3年つすげたことになる　痛苦は101000Plを無利子10ケ

月払いで貸し､後者は､ 5.000Iiiを剛醜いにおくる仕

組みであるが､これの資金は､日ごろセンタ一曲系のji

弱音を多く雇用される｣霊能所各個ここ負担帆,､支出し

ていただくことにし募金したもので､その実薄ま次の通

りである｡

40年度の,,納金需eiま31社､ 3協会､寄付延口数66□

329,000であった-これに前年度の繰り越し金207･300日

を合託した536,300円が資金となり､これを高刺さ進貨

として､次のように支出した

硝酎ヒ仕度貸付金として17侶164.000i`l､周援助金

として､ 19件､ 95,000日､計259,00帥iで､元金よりの

差引き277.000円を次年度にくりこすことになった(た

だし､募金の趣意書通り､この島村金は年末あぶれの緊急

援助対策費にもあてることにし. 40年度はこれに38-310

円を支出したので　美樹こはこれを差し引いた238･990

円の洩) ｡

双方の延件数36伸ま,前年度の4杵より少く､資金寄

託昔各位にも申訳けないことであるが.これの成績があ

がらない理由としては､本文はじめに記したほかに､労

働者の経済外的な個人理由もあり､業者側でもこの地域

の労務者には､常用になかなかふみきれない理由の牧雑

ざがあって､これを郎臨こしている.しかし､濫用促進

は必要tIt項であるから､さらに検,LrL,て､実現を期さな

ければならない｡

寄付者芳名　　昭和40年度

上記のように､羅用促進の事業をすすめるにあたっ

て､次の各位より御雷神,たたきました言上して感謝申

上げ､今後ともよろしくお願いいたします(寓付受付の

月日順､敬称昭) C

㈱原野組､大i吸水起運輸㈱､釦船舶整肺葉既会大阪支

部≪第一工業㈱､伸和船舶㈱､ ㈱石倉組､大阪鵬推騎

㈱参､日本通運㈱大阪港支店､共進㈱大阪支店､関西土

木㈱､大阪港岸荷役脇会, ㈱奥村組､ ㈱壷il胤､双葉運

輸㈱､ ㈱小山姐､ ㈱北梅組､詰川組､住井運輸㈱･ ㈱阿

知波祖､ ㈱上組大阪支店､長池運輸㈱､大観輔㈱･大

阪合同通運脚､大-運輸㈱､道連･山木組運送店､鴻池

運輸㈱､山九運輸機工㈱現支店､大鉄工業陶､社団法人

仝輔智幸荷役振興協会大Im支部≪大阪港醤作業㈱､ i略

運輸作業㈱､間口運輸㈱､ ㈱海陸運輸公社･富来運輸

㈱､藤原運輸㈱､上米避輸㈱･ ㈱梶本組､九二運輸㈱､

㈱辰己酪会､鴻池運輸㈱､㈱武山国酒席､協栄運輸㈱参､

㈱双葉租､ ㈱長浜祖､松村船舶㈱､幡谷建設㈱､佐藤運

輸㈱､中谷石油鶴町営業所,日本自動調節撚製作所､ 鶴

佐野組_　　　　　　　　　　　　　以　上

直行労勘者の数
34社で479名　　e r

労働勧朝一事業所に継続して就ノげろことを直行(

指名)といい､その内容問T用､醐Ir･日脛などいろい

ろある｡溝用のII'南はいわゆる｢刷tiJ｣となるわけで･

あえて直行という表現を添加する必要はないだろう　身

分的には日碓或は醐Jrやといてあるが言･･l~非業所に1

ケ月或は1年以上弧ノルている労働畠はどれ位の数にの

ぼろかを知ることが､副査のテーマであったC　日和'll-I

に瑞?用(直行)の前脚こなることとして､望ましいこと

であるが､瑳述のようにはんとうの劇症の畠刑こなるの

は､少いようである｡
-.i.3杏.の対象事業所は､センターに登録しているiJt楽所

のうち､産業別に､船困荷役63社､沿岸部l社､遵樹的

係40社､建設107社､憩鎚2社､計28帥業所を抽出して

問い合せしたところ､これに恒俗のあったのは8胆で､

そのうち｢正し行｣労御者を使用しているのは3弛､使用

していないが46社であった　調杏の時点は･昭和40年3

月末日までをもってしたもので.次に諏杏の重なポイン

トをひろってみろ｡

(1) ii'L行労働者の数は,船内10社-85名､沿岸9杜~

128名.運輸5社一一49名､建設7社-59名､製造その他

3桂一158名､計479名が数えられる⊂船内はl社あで

6名から最高16名の虹行者であるが,沿岸は最高が1社

34名,迅愉放31名､建設は30名､穀進では或るl社が90

名とずはねけて多数のii'一行を連れて行っているっ

(2)直行の身分で､樟用としているのは､納内の4社

だけ､あとは6社が臨時､ 24勧門扉の形式をとってい

る｡賃金の支払い尽日PJ,悶絶が32社･出来高給が3社､

働きぶりや能力で賃金に葦をつけるが20社･つけていな

いが14社､賞金が一理より勘,が17社､同じが16社､低

いがl社､昇給があるが13社､ないが19社となってい

る｡

(3)その労働首の月間の就労日数は､ 15日以内の蹄;

が14名､ 20日以内30名, 25日以内263名､ 2師以内63名

目肥田

があげられ､労睨音の居住でま索或は宿舎が8名･西成

地鋤㍊21名と重岡的で､その他が95名となっているo

杜)健康探険で一敗に加入していると答えた社が2

社､日雇雄株を適用Lt,),ろのか2経､なしが9社っ失

業保快で,ま一般が8社､日雇英傑が1蝿､なしが1壁｡

盆や暮れに手当を出しているが24社､出していないが10

社｡

(51西衷地域から丁賄就労し､現在､常用になった者

は､細fi全社で26名､沿岸5社で16名･運輸3社でlZ

名､建設3社で11名､製造2社で15名､部0名で欄に

なることは,なかなかをすかしいことを示しているこ

多　　い

専政死

40年度は工場災害(事故)や

事故死または特殊な涙病など

で､センターが通報を受けたケ

ースが多かった｡重なものを月

･`日順に記すると-

l B君(40才)は6月2日午後5時ごろ､ K組M工

場でフi) ,タ一にまきこまれて死亡｡

2　7月7日､午i組闘0分､ C君(豊崎)は安酬i

のM倉),I.で飼料逝簸崩のライパー(約00キロ)の下

じきこなって即死した･ C君は偽名をつかっていたらし

く､本名､本籍､家族と-肌剛緒だげで葬儀を執

行した｡

3　7月20日(時間不明) ､西舶ゝら堺市S工掛こ就

労LT=L,凋音N I S君が高盛観で蝕電事故死し､本人身

柄の調査依頼がセンターに問い合法されたが､同一姓名

が登劉こ見あたらず､鋤の際の住所の虐げ山もいつわ

りであるし､姓名も船名と経た､酬系者を困惑させた⊂

4　センター登孫労働者D君(23才)謝瑚患者とし

て7月17日､大阪市立桃山痛駒二入院､知らせにより､

センター酸員が身のまわり品等について世話､間もなく

全快した｡

5　7月2胆摘10時ごろ､泥蹄語のE君(38才)

がセンター寄り藷で吐血･人事不明となったので救急

車に依頼してA清光に入勘臆､間もなく連流した3

6　8月27日午後6時, F君(57才)鼠算のK-M工

場七就労後､入浴中に脳怠血で死亡､東京に在住の家族

に丑毒したところ､深刻な埋白があってのことだろう

が､葬儀参組仏の引きとりなと一明を拒否,やむなく

工場やセンター闘系者で葬楼その他を毒猶〒した0

7　9月6日調､ 0造船所内でクライングーかけ作業

中のG君(27才)があやまって107nTlこ落下､頭蓋眉折

畦ちに0病院に入院した諒師直1購0分死亡した3

8 10月7日枝､ K建設会社より通話あり､西友から

来た労働者が転落死したが､氏名不詳だから､センタ~

に心あたりはか,かの囲い合せがあり､調査したががい

とう者がなく､不明のまま終った二

以上はセンターが相談を受けたり､通知を7iiT=ケ~ス

だけだから､実蘭まもっと多数にのはることは細魚にか

たくない｡囲,5の枝氏名､本籍､家族とも不詳というケ

ースでこれについて､薗成警察署と剛世コーナーは40

年夏次のような軸物毛筋易椛自粛に配布して,事故に

っいての注意を喚起している｡

｢働らく皆さんへ-

今年になって､労災で大悦したまま死んだ人が10人余

りいます｡そのうち4人か身もとも身よりもわかられ,

ため､ 1人最高120万円もの京腫詮が印こ浮いているそ

ぅです｡不時の災難にそなえて､労働商社センターに登

録するなど手競さを随実にしておきましょう⊂ ｣

日脚柑



会　　　合

センター殻内部的に患鉦道月羅臼に管理職会議､隔通

水羅臼には職員会叢をひろl ,て､業務運営その他につい

て協議､連結を･:,iかって,･るが､外部的に各方面関係当

局と会合した連絡会､協議会､懇談会等の主なものは､

およそ次の通りであった⊃

◇現地懇談会　大阪席妻弊錆､西成警察所､済生会

今宮診惹所､当センターが主捧となって､主として毎月

第3木羅臼にセンタ一会護室で開鑑､議題の必要に応

じ､大阪府､市側係駿扶上　区役所､保維新､工Li所､ nf

肪暑筒二も別席を蛮頼し/た一議題iま､ -)-i拗･民′昂再犯.

治安､医療･衛′亡､ l品昂､防火など多岐こわたり､これ

ら二つィ,て客准in･の施策や草葉等の融雪､ ili識交換を行

った､碑こ昭和36年8月1日iこおこったjTrl'口こおもんiま

かって､ 8月1日前後の治安聞題､年末年始7)就労勘蕪

の【ii湖に蕊写る'Er晶如月や台安の沌輝二つノ､て《ま､懇談

会できんf,つま連名三,とり､万全を期した,

(J西成労勧出産所と打合会　4月300､ 8月30

日､41年2月24日の三園iこわたって開遣､沈ノ3音の薮､不

況下の彊ノ).)こ娯''1-1㌢''I科交換,日雇,ノ雄が者失業閤炎の取

ワ級l,リJ-その他言i;の連射】ら合せJがまか二､ 41年4月

から実施される電流労働法の流行二つ,で二､曳汚鞘に

わたり学謂(鮎｢ち合せや事?'連名か｣ち合せを行った-,

◇日雇労働者健康保険実施の打合　5月1柏

玉山と天王寺の両生会.'ki'次回芳所の　書'6官に来所を顧

い､センター間系の日雇J碓情を同鶴来に加入せしめる

ための手競､取り扱い方等について指示を求め､これが

実施の円滑を期した｡

◇西達会と懇談会　西達会註大阪港の荷役､通論

会社を主体として組織されている､センターとの連語和

佐で､実業は各会社の連絡員が主として会--Faに参加す

ち,会の目的は港蕾荷役労働nJ日清を期することて､就

労人員の確保や港裔労働の安全､賃金問題など､これら

杏ら派生するいろいろなケースについて､その筋大窪な

どを協議したが､粗二今年厳達,考71陶法が実施されるに

ついて､法と現実から生ずる国雄､矛盲等をいかにして

JI関するかなとの議題があ･)､教団にわたって協議･憩

談会が持たれた(

''嘉警護禁書諾霧警護怠｡ Q e

の予定で行うにつ'J･て､センターにTbl力を求めて来たの

て､これの打合せ会議を6月9日閉経した,

く〉藷薄労働法講習会　6月28日､センター会塁‡

て郡部こ大阪府労物部簸安業務課･ jii西労働係長を招

き､個撮員が整調､貿逢した,

◇港湾労勘法実施にともなう事務打合
41年3月23日､午後1時30分からセンター含蓄宅に大

阪府jILr･り都搬安業務課､大阪港蝦業安J主所､西成労悌出

張所,当センターの首脳者が集り､潅,Ji法rTJ実llLQにとも

なう直弼連絡会議を開艦.牛車=同房施行にあたり西成地

域の日雇労働者をいかにして法の正規なルートにi吸収す

るかについて､長時間にわたって検討,協議を重犯､花

8時故会した｡
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求人車輌の列　　　左の大型バスはセンター移動事務所

田幽囚

l i

c/=C

昭和41年度事業　(予定)

I　職業紹介部

1.求人開拓　新に約100件を目標に､会社､

工場､事業所等を直接訪問､書面による抜

頼､連絡協議会組織を通じ､求人運営を円滑

にし就労の増大をはかる｡ (事業所の累積登

録約2 000件)

2.就労あっせんと職業紹介

1日平均1.700名×360日-612,000名(前

年度の実績1日平均1.480名､年間533.232名

)就労あっせんから漸次に職業紹介に移行す

る｡

3.常用化の促進　50名以上を目標に､常用定

職化をはかり､これを奨励するため､常用化

されるものには､常用第1ケ月の生活援助費

と仕度金を貸与するっ

4.求職登録者の整備

40年度までに､約6,000名の登録を実施し

たが､ 41年度は新に1,000名を追加､登録カ

ードを整備するっ

H　職業･生活相談部

5°　職業相談　　　(月) 500名×12月-6,000

6.事故相談　　　　　　300　xl2　-3,600

7.身上･家庭相談　　　50　×12　-　600

8.その他の相談　　　100　×12　-1,200

Ⅲ　厚生部

9.日雇男幼者健康保険と同失業保険の適用取

扱い

1,000名の労働者を対象に､雇用者がわの

総力により､同保険の適用を実施する｡ (前

年度の加入者健保1,083名､失保549名)

10.医療-現場(軽微)処置

(月) 1,000名×12月-12,000名

ll.医療-病院(重症)処置

200　×12　-　2,400

12.健康診断　　　　　30　×12　-　360

13.生活援助　　　　　70　×12　-　840

14.冬季あぶれ援助　　50　×5日-　250

庶　務　日　　誌　　昭和40年度

4　2　大阪府総覇部庶務課石井主幹､片岡主事､山木

主事､川西職安業萌課労働族長提案

3　大阪府労働部玉宿所職業業務課反返圧挨拶のた

め来所

5　吉岡久宥雌氏センター厚生部良二就任

13　萩之茶屋山王地区環光浄化対筑協議会に松尾専

務､吉岡厚生部長出庫

15　愛隣地区境地懇談会　愛憐館､今宮診療所､西

成警察署､西成区福祉事務所､当センター代表

者出席

16　大阪府労働部､ ji伸一夫職業安定課長.庄課長

代理､新任挨拶のため､川西労酬系長､小松原

班長､事務打合せのため来所

20　大阪府労働部失業保険課反中寺英太郎氏来所

28　西成ジ1働結社センター埋草会　住友生命本社4

酷会議室で開艦

30　搬浜市青少年センター岩井済民既察

5　7　大阪府理事室柴田参事ほか監益

13　枚浦風労働部長所長視察

現地懇談会

I地相

15　渋谷西成警察署警備課良来所

大阪府立社会事業短大教授服部正､桑原昌宏諸

氏視察

18　玉出社会保険所森下輩務官､天王寺社会保険所

岸本事務官らとセンターあっせん労働者の日雇

労鋤音健康保険加入について打合せ会を開く

19　大阪府警木部防犯部少年課布袋警部補来所

21日赤西成二支部河西団長､川西職安業覇課労働係

長来所

27　日本ルーテル神学大学岸千年氏､日本福音ルー

テル教会牧師内海季秋氏来訪

6　3　大阪府警本部島田警備部長,安田保安課長､沢

田機動隊々長､西成署大垣次長､渋谷警備課長

視察

10　中央職業安定審議会委員森田良雄氏､大阪府藤

木監察官､日本経済新聞社論説委員友光氏ら視

察

14　大阪西成ロータリクラブi口辺氏より労働福祉資

金として1万円寄附

15　大阪市今池生活館長不村公共氏ほか2名所借換
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17　西成署機酬家24名見学

西成労働出授所長矢部正次氏新任挨拶

28　川西搬安業務課労働係長の港湾労働法説明会開

催

7　6　大阪府民生部河合福祉課長､吉田主幹､牧野主

事視察懇談

15　西成区役所辻本市民課長新庄挨#'

同福島市民護良退任挨拶(東住吉区役所収入役)

20　南口一夕リクラブ藤井氏来所

養田前受携館長退任､斉藤所要隣館励芙拶のた

め来所

21大阪市民生局児童係長藤野氏新任挨珍のため来

所

28　大阪市民生局社会課長慰謝言行氏同環境係長蛋

井忠夫氏新任挨拶のため来所

31渋谷西成署警備課長来談

特別警戒.のため宿直員壇員

8　1　特別警戒第2日日

4　西成消防署jii尻渕坊士長､小林細折士来所

5　西連会会則審議打合会

14　斉藤愛隣飽長来所

16　住友信託銀行阿倍曙橋支店長伊藤氏新任挨拶の

ため来所

19　現地懇談会

20　兵庫県社会福祉事業団谷口安雄氏祝祭

東京都荒川区厚生部長村井喜一氏視察

21台風17号に対する特別警戒体制

25　大阪府警本蔀丘､同警備部長､下山西成警察署

長､同次長､渋谷警備謀反就労あっせん現場花

祭

大阪府労働郁職安謀反､同教育委員会事務局次

長来訪

9　3　大阪府馨本邦平井防犯課長､西成署次長､渋谷

同警備課長ら来所

16　大阪府職安業務課川西労働係長来所

20　済生会寺尾参事来所

27　内閣総理大臣官房経理府審議会田中寧務官､大

阪府職安業務課jii西労働係長､耕職安小川職業

課長､大阪港労働公共職安所岡田所長来所

10　22　東京都荒川区会議員荻原弘､玉川茶尋､戸ul堅

三､鈴木小三郎､増渕珠､鈴木広告氏ら祝祭

29　東京都労働課長視察

11　2　大阪府職安業務課川西労勧係長来所

12　労働省中央失業対策事業部､主任中央失業対策

事業監察官福本武元氏祝祭

13　東京都労働局失業保険審査官鈴木民ら就労現場

団脇目

郡職業紹介部長

定年で退職される

本財団参事･職業紹介部長郡昇作氏は昭和41年3月末

日をもって定年退職された｡郡氏は､社会的に活動する

後半生の大部分を釜ケ崎の民生福祉と労働福祉に尽粋さ

れ､その功績は平和な人となりとともに高く評価され､

このたびのいん過すま各方面からおしまれている｡今後は

現住所の大阪府富田林市中金平町1714番地(通称田山)

で閑雲野鶴を友とされる生活に入られる由ときく｡

郡氏は明治34年2月20日､徳島県板野郡大麻町で生

れ､大阪英語学枚卒業後､大正13年1月大阪市社会部に

入り､同市立中央職業紹介所等を経て､昭和9年6月大

阪市今引幕要所(現在愛憐嫁のあるところ)の主任とな

り､終戦の21年9月まで､同主任として今田市民館長､

市立えびす内職あっせん所長等を兼務､かたわら司法保

護委員､少年教護委員､今宮第二万両賛助委員､西成区

方面委員､同和奉公会の協議員や理非等の委嘱を受け､

社会事業活動こ奔命された｡ 21年､占領下にあって､違

算軍の指導将校と日本の社会事業､その施設のあり方等

について激論､一見温和そのものの同氏が一歩もゆすら

ず､遂に進鞋軍政の｢好まざる人｣となって､市の職員

を退いた硬骨ぶりは有名な話である｡

昭和23年11月､大阪府に採用､阿倍野公共職業安定所

勤務､ 26年以降界東労働出張所蔓､玉造労働出張所長等

を歴任､浪速寮長にある時､いわゆる36年8月31日の釜

ケ崎事件がぽっ発､ 9月1日､同地の日雇労働者の労働

福祉施策を実施するため､大阪府労飼部西成分室が新設

されるにあたり､同分室長として､再び西側こかえり､

分室がセンター=脚ミえするとと姓､その-紹介　に

蔀長として､豊富な経験と強力な人道主義にたって日雇

労働者の就労,福祉につくされ､大きな成果をあげられ

たのは周知の通りである｡

祝祭

22　東京都議会より藤井富鮮民ら早朝労働者就労現

場視察

2　4　愛隣会館における愛勝地区対策協議会に松尾尊

.　務､小川総務､厚生面部長出席

1 '8　昭和41年度予算打合会議

12　金剛建設㈱山内社長来訪

21労働省参事官住米作氏､同失対蔀企画課長細野

正氏　大阪府労働制波安楽課庄課長代理　小寺

失業保険課長視察

19　東京都企画調整局調整部長船橋獲道民視察

24　斉藤愛隣館長来訪

大阪市立大学社会学部学生による西成西域労重

吉の生活調査発表会開催についてれ合せ

2　8　労働各村崎課長荷伍､同職業安定局業務指導課

梅原事務官観察

11東京都議会議員河野一節氏ら視察

16　大阪府労働請安産次長来訪

17　現地懇談会

東京都荒川区荒li惟祉事務所長格春雄氏視察

23　センター寄場で日雇労働者結核検診(玉出社会

保険事務所)

24　阿僻野公共職安西成労働出張所と連絡会議

3　7　行政管理庁近畿管区行政監察局､総理府事務官

校島羊一郎､長綱儀明､白山章一､山田博国氏

ら来所､事業監査｡大阪府総務部管財課山本鵬

(2)職業紹介蔀

己主事､労働部管理課､伊藤利的事務官､本財

団不動産物件について調査

9　大阪府議会議員沖本秦幸氏視察

15　本財団業共同主催､大阪市大社会学科学生｢西

成地区労働者の生活調査｣発表会､愛際会飴で

開催

16　下山西成警察署長来訪､極尾専務と懇談

17　現地憩談会

25　救世軍関西連隊長R ･ライトマイヤー少佐､同

今村長男大尉来訪

28　新庄西成警察署長圃鼓動氏､同乗警察署長下山

登氏(蘭西成署長)挨拶のため来所

31本周囲芦田理事長昭和40年度理事会､人軍事費

その他について松尾専務理事に指示､決定

本財団参事･職業紹介部長部昇作氏定年退職

(3)生活職業相談部

部長(莱)

職員I/

II

I/

(4)厚　生　郭　部長

職員

昭和41年4月10日

昭和41年4月25日

発

(非売)

所　大阪市西成区東大船町23番地

法人　西成労働福祉センター

電　話　641-0 1 3 1 (荏)

簿集発行人　　松　　尾　　沌　　雄
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